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φ３０フォーク用ステアリングキット　取扱説明書

正しく安全にご使用頂くために

・この度はタケガワ製品をお買い上げ頂きまして有難うございます。
　ご使用になられる前にこの説明書をよくお読み下さい。
・取り付け前には、必ずセット内容をお確かめ下さい。万一、お気付きの点がございましたら、お買い求め頂いた販売店にご相談下さい。
・このキットは、ＮＳＲ５０／８０用左右フロントフォーク、フロントキャリパー、フロントブレーキディスク、フロントホイールアクスル、アク
　スルナットの純正部品が必要です。
・このキットを取り付けるには、当社１０インチアルミホイール、１６ＣＭロングスイングアーム、３３０ＭＭリヤショックの同時装着が必要です。
・フロントフェンダーは、当社別売の０９－０９－０１（ＦＲＰ）又は、０９－０９－１１（ＣＦＲＰ）をご使用下さい。他のフェンダーの使用は

　出来ませんのでご注意下さい。　　
・スピードメーターギヤボックスは、１０インチ用０９－０１－０３１をご使用下さい。
・ヘッドライト及び、スピードメーター／タコメーターは、倒立フロントフォーク用ヘッドライトキット０９－０３－０７、スピードメーター／
　タコメーターキット０９－０１－１９２（機械式レギュラーヘッドユニット付）・０９－０１－１９３（機械式スーパーヘッドユニット付）・０９
　－０１－１９４（機械式ユニット無し）・０９－０１－１９１（１２Ｖ電気式）の使 用が可能です。
・フロントブレーキディスクは、φ２２０フローティングディスク０６－０１－０２１の使用が可能です。
・フロントマスターシリンダー及びブレーキホースは、別売のフロントマスターシリンダー０６－０８－１１１，フロントブレーキホースセット
　０６－０８－１８が使用可能です。ＮＳＲ５０／８０用マスターシリンダーをご使用の場合は、当社ブレーキホースセットでは、バンジョーのね

　じり角が異なる為、取り付け出来ませんのでご注意下さい。
・この説明書は、フロントフォーク、トップブリッジ、及びその関連部品を取り外した状態での説明になります。分解作業は、必ずホンダサービス
　マニュアル・モンキー・ゴリラ用を参照し、確実に行って下さい。又、ブレーキ関係、ブレーキのエア抜き作業は、ホンダサービスマニュアル・
　ＮＳＲ５０／８０用を必ず参照して下さい。

特　徴

モンキー・ゴリラにＮＳＲ５０／８０用のフロントフォークを取り付け出来るキットです。φ３０インナーチューブ使用のフロントフォークとジュ
ラルミン材削り出しのトップブリッジ及びステアリングステムにより、フロントフォーク回りの剛性をアップさせると共に、φ２２０ブレーキディ

スクにより強力なストッピングパワーが得られます。但し、バネ下重量が増大するというデメリットもあります。

商品番号：０６－０１－０７０
適応車種：モンキー・ゴリラ
車体番号：Ｚ５０Ｊ－１３０００１７～

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめ御了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は
　交換させて戴きます。但し、正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の
　費用は対象となりません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

・取り付け作業は、必ずエンジン冷間時（３５℃以下）に行って下さい。エンジンやマフラーが冷えていまい状態で作業を行った場合、火傷の

　原因となります。
・ボルト、ナットは、必ずトルクレンチを使用し指定トルクで確実に締め付けて下さい。
・新製品以外の部品を使用する場合は、必ず取り付け前に点検を行い部品の損傷や摩耗、使用限度以下の場合は、新品と交換して下さい。
・ディスクプレートやディスクパッドに油脂類を付着させた場合は、ブレーキ性能が失われますので十分注意して下さい。万一、付着させた場
　合はディスクプレートを脱脂し、パッドを交換して下さい。
・ブレーキオイルはＤＯＴ４を使用し、補給時にゴミや水分を混入させないで下さい。ブレーキ性能の低下の原因となります。
・走行前には、必ず化首の取り付け状態を点検し、緩み等の異常が無いかを確認して下さい。又、走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両
　を安全な場所に停車させ異常箇所の点検を行って下さい。

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。
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～取 り 付 け 要 領～
１．リヤメンテナンススタンドとエンジ
　　ン下部に適当な台を置き車両を安定
　　させた状態で作業を行います。

２．ノーマルステムシャフトよりボトム
　　コーンレース、ダストシール、シー
　　ルワッシャ、ハンドルロックを取り
　　外し、ジュラルミンステムにそれぞ
　　れ組み付けます。

３．トップ及びボトムコーンレースにグ
　　リースを十分塗布し、スチールボー
　　ルを取り付けます。
　※スチールボールは、取り付け前に洗
　　浄し、ゴミ等を付けない様にして下
　　さい。

４．ジュラルミンステムをステアリング
　　ヘッドに取り付けトップコーンレー
　　ス、トップスレッドを取り付け、　
　　トップスレッドを手で一杯に締め付

　　けます。
　　ステムを左右に４～５回作動させス　
　　チールボールをなじませた後、トップス
　　レッドを指定トルクで締め付けます。
　　トルク：０ .２ｋｇｆ・ｍ

５．フロントメンテナンススタンドを使用し、エンジン下部の台を取り除
　　きます。
　　トップブリッジを取り付け、ワッシャを入れてステムナットを仮締め

　　します。

６．左右フロントフォークを、ステムとトップブリッジクランプ穴に通　
　　し、ステムの割り締めボルトを指定トルクで締め付けます。
　　トルク：２ .７ｋｇｆ・ｍ
　※フロントフォーク突き出し量は、左右同じ長さになるように取り付け

　　て下さい。

７．ステムナットを指定トルクで締め付

　　けます。
　　トルク：６ .０ｋｇｆ・ｍ

８．トップブリッジ割り締めボルトを指
　　定トルクで締め付けます。
　　トルク：２ .６ｋｇｆ・ｍ

１０．フロントホイールハブにディスク
　　　ローターを付属のディスクボルト
　　　で取り付けボルトを指定トルクで
　　　締め付けます。

　　　トルク：４ .０ｋｇｆ・ｍ

１１．フロントホイールハブにサイドカ
　　　ラーとスピードメーターギヤボッ
　　　クスをセットし、フロントフォー
　　　クに取り付けアクスルナットを指
　　　定トルクで締め付けます。
　　　トルク：６ .０ｋｇｆ・ｍ

１２．フロントフォークにキャリパーを
　　　取り付け、ボルトを指定トルクで
　　　締め付けます。
　　　トルク：２ .７ｋｇｆ・ｍ

　　※キャリパー取り付け時、キャリ　
　　　パーとホイールが干渉しますので、
　　　ホイールと干渉しなくなるまで取
　　　り付けボルトを緩めて下さい。

　　　ホイール取り付けボルトを指定トルクで締め付けます。
　　　トルク：３ .０ｋｇｆ・ｍ

１３．フロントフェンダーステーとボト
　　　ムケースの間にカラーを入れ、ボ
　　　タンヘッドスクリュー６×１５で
　　　取り付け、スクリューを指定トル
　　　クで締め付けます。

　　　トルク：１ .０ｋｇｆ・ｍ

　　※サイドカラーは、径の小さい方をハブ側に向けて取り付けて下さい。
　　※アクスルナット締め付け前にスピードメーターギヤボックスの位置
　　　調整を行って下さい。

　※ステアリングステムは、ガタが無くスムーズに動く事を確認して下さい。

９．１０インチアルミホイールに、フロントホイールハブをアルミホイー
　　ルに付属のフランジキャップスクリューで仮締めします。
　※アルミホイールの組み付けは、アルミホイールの説明書を参照して下さい。

カラー

１４．オプションのフロントフェンダー
　　　をフェンダーステーの間にセット

　　　します。
　　　ボタンヘッドスクリュー６×１０
　　　を、フェンダーステーに差し込み、
　　　フェンダー裏側にプレーンワッ　
　　　シャ、６角ナットで取り付けます。
　　　６角ナットをスパナで固定し、ス
　　　クリューを指定トルクで締め付け
　　　ます。

　　　トルク：０ .８ｋｇｆ・ｍ

１５．オプションのステアリングハンド
　　　ルパイプを、ハンドルホルダーに
　　　セットし、トップブリッジに取り
　　　付けます。ハンドルホルダーのソ

　　　ケットキャップスクリューを指定
　　　トルクで締め付けます。
　　　トルク：１ .２ｋｇｆ・ｍ
　　※ハンドルホルダーは前後のすき間
　　　が同じになる様に締め付けて下さ

　　　い。

　　※フロントフェンダー取り付けは、フェンダーの説明書を参照して下
　　　さい。

　　　他の部品は、商品添付の取り扱い説明書を参照し組み付けて下さい。

ロックブラケット

シールワッシャ

コーンレース

ダストシール

グリース塗布

ハンドルパイプ

アッパーホルダー

ロワーホルダー

Ａ Ｂ

Ａ＝Ｂ
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～商　品　内　容～

〒５８４－００６９
　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp
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２１
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２３

番号 部　品　名 個数 番号 部　品　名 個数
１ フォークトップブリッジ １ １３ フロントホイルサイドカラー １
２ ハンドルアッパーホルダー ２ １４ フロントディスクボルト　８×２４ ３
３ ハンドルロワーホルダー ２ １５ フロントフェンダーステー ２
４ ステムナット １ １６ フェンダーステーカラー ４
５ ステムナットワッシャ １ １７ ボタンヘッドスクリュー　６×１０ ４
６ ソケットキャップスクリュー　６×２５ ２ １８ ボタンヘッドスクリュー　６×１５ ４
７ ソケットキャップスクリュー　６×５０ ４ １９ ６角ナット　６ｍｍ ４
８ ステアリングステムＣＯＭＰ． １ ２０ プレーンワッシャ ４
９ ステアリングロックブラケット １ ２１ ６角棒スパナ　４ｍｍ １
１０ ソケットキャップスクリュー　６×１２ ２ ２２ ６角棒スパナ　５ｍｍ １
１１ ソケットキャップスクリュー　８×３０ ２ ２３ ６角棒スパナ　６ｍｍ １
１２ フロントホイルハブＣＯＭＰ． １
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ブレーキのエア抜き要領

○ブレーキ液補給時にゴミや水を混入させない事。
○銘柄の異なるブレーキ液を混用しない事。
○抜き取ったブレーキ液は再使用しない事。
○シーリングワッシャは再使用しない事。
○ブレーキ液は塗装、プラスチック、ゴム面を傷めるので部品類に付着

  させない事。
○ブレーキホースを外すなど油圧系統に空気が混入した場合は、油圧系
  統のエア抜きをする事。
○規定トルクは必ず守る事。
○ブレーキ液は必ず指定のブレーキ液を使用する事。

注意
○ブレーキディスクローター及びブレーキパッドに油脂類を付着させない
  事。万一、付着した場合はパッドは交換し､ディスクローターは脱脂する事。
○損傷部品が見つかればその部品は必ず新品と交換する事。

警告

○マスターシリンダーＡＳＳＹ．の
　２本のフラットパンスクリューを
　外しマスターシリンダーキャッ　
　プ、ダイヤフラムを外します。

○キャリパーのブリーダーバルブに
　透明なブリーダーホースをつなぎ
　ホースの反対側に適当なカップな
　どで受ける様にします。

○マスターシリンダーのオイルカッ

　プ部にブレーキ液を上限線まで補
　給します。

注意：ゴミや水を混入させない事。

注意：銘柄の異なるブレーキ液を

　　　　混用しない事。
　　ブレーキオイル　ＤＯＴ４．

○ブレーキレバーを握った状態にした
　ままにしてキャリパーのブリーダー
　バルブを締め付けます。
○ブレーキレバーをゆっくり戻し、完
　全に戻ったらそのまま数秒間放置し
　ます。

①ブレーキレバーを握ったまま、キャ
　リパーのブリーダーバルブを１／２
　回転緩めた後、再び締め付けます。

○ブリーダーバルブを１／２回転緩
　め、ブレーキレバーを握る、放す
　を繰り返し、ブリーダーバルブか
　らブレーキ液が充分出てくるまで
　この操作を繰り返します。
☆オイルカップのブレーキ液量に注
　意し新しいブレーキ液を補充しな
　がら作業を行って下さい。

○エアーの混入がなければブリー
　ダーバルブを規定トルクで締め付
　けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝６Ｎ・ｍ（０．６ｋｇｆ・ｍ）

○オイルカップの上限線までブレーキ
　液を補充し、ダイヤフラム、マス
　ターシリンダーキャップをフラット
　パンスクリューを用いて取り付けま
　す。

注意：ゴミや水を混入させない事。

注意：銘柄の異なるブレーキ液を

　　　　　混用しない事。

　　ブレーキオイル　ＤＯＴ４．

②ブレーキレバーをゆっくり戻し、完全に戻ったらそのまま数秒間放置します。

○ブリーダーバルブから気泡が出なくなるまで①、②の操作を繰り返しま　

　す。
☆時々、ブレーキ液量を確認し、下限線付近まで減少していれば補給します。

ブレーキレバー


